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EDB Postgres™移行ポータル（移行ポータル）は、Oracleデータベーススキーマを EDB Postgresプラットフォー

ムに移行するためのWebベースのサービスです。移行ポータルは、Oracleデータベーススキーマを評価および分

析し、タイプ、テーブル、シーケンス、制約、トリガー、ビュー、ストアドプロシージャ、パッケージ、dblink、マテ

リアライズドビュー、インデックスを変換し、EDB Postgres Advanced Serverと互換性のある DDLを生成します。

使いやすいポータルインターフェイスにより、移行が簡単になります。ポータルにログオンし、移行プロセスを開

始します。

EDB Postgres™移行ポータルガイドには、移行プロセスに含まれる手順の概要が記載されています。このガイド

には、一般的な移行の問題に対する解決策、サポートされていない機能の詳細、および潜在的な回避策も含まれて

います。

EnterpriseDBは、企業が既存のデータベースシステムを Postgresに長年にわたって移行するのを支援してきまし

た。詳細については、EnterpriseDB Webサイトにアクセスしてください。

https://www.enterprisedb.com/
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第1

新機能

このリリースの EDB Postgres移行ポータルには、次の機能が追加されています。

• スキーマの抽出中に依存オブジェクトの抽出を選択できるようになりました。他のスキーマの依存オブジェ

クトも抽出され、評価結果の改善に役立ちます。

• 新しいユーザーは、Migration Portalの使用を開始するときのエクスペリエンスが改善されます。

• Advanced Serverはテーブルとインデックスの同じ名前をサポートしていないため、より良い評価結果のた

めにプロジェクトを作成する際に、インデックスプレフィックス ‘‘idx‘‘を追加することを選択できるように

なりました。

• 評価レポートには、選択したスキーマの DDLに適用された個別の修復ハンドラーの数が表示されます。

図 1 適用される修理ハンドラーの数
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• [ワークスペース]ページでシステム修復および手動修復されたオブジェクトをフィルターできるようになり

ました。

図 2 手動で修復されたオブジェクト

注：

このリリース以降、Migration Portalは最新の EDB DDL Extractorによって抽出された DDLのみを受け入れます。

新しい修復ハンドラ

Advance Serverの互換性比を改善するために、次の修復ハンドラーが追加されました。

• ERH 2073-テーブルのソース DDLから CONSTRAINT constraint_name NOT NULL DISABLE句を

削除します。

たとえば、 CREATE TABLE TEST (COL1 VARCHAR2(40) CONSTRAINT TEST_COL1_NN NOT

NULL DISABLE) ; CREATE TABLE TEST (COL1 VARCHAR2(40));になります

• ERH 2074-テーブルのソース DDLから NOT NULL DISABLE句を削除します。

た と え ば 、 CREATE TABLE TEST(COL1 VARCHAR2(40) NOT NULL DISABLE ) ; CREATE

TABLE TEST (COL1 VARCHAR2(40)) ;

• ERH 2075- CONSTRAINT constraint_name CHECK|UNIQUE|PRIMARY KEY parameters

DISABLE | CONSTRAINT constraint_name CHECK|UNIQUE|PRIMARY KEY parameters

DISABLE | CONSTRAINT constraint_name CHECK|UNIQUE|PRIMARY KEY parameters

DISABLE句をテーブルのソース DDLから削除します。

た と え ば 、 CREATE TABLE TEST(DATE_COL1 DATE, CONSTRAINT TEST_DATE_COL1_CHK

CHECK (DATE_COL1 > '01-JAN-2018') DISABLE) ; CREATE TABLE TEST (DATE_COL1
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DATE);になります

• ERH 2076-テーブルのソース DDL から CHECK|UNIQUE|PRIMARY KEY parameters DISABLE

| CHECK|UNIQUE|PRIMARY KEY parameters DISABLE | CHECK|UNIQUE|PRIMARY KEY

parameters DISABLE句を削除します。

た と え ば 、 CREATE TABLE TEST (ID VARCHAR2(40), PRIMARY KEY (ID) DISABLE) ;

CREATE TABLE TEST (ID VARCHAR2(40));になります

4 第 1 章新機能
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ナレッジベース

次の新しいナレッジベースエントリが追加されました。回避策の詳細については、移行ポータルのナレッジベース

のセクションを参照してください。

• インデックス定義内の NVL関数

Advanced Server では、互換性のために、Oracle からの DATE データ型が timestamp without time

zone データ型に変換されます。ただし、Advanced Server v10 では、 nvl() 関数は引数の timestamp

without time zoneデータ型をサポートしていません。 Advanced Server v10の nvl()関数の入力引

数として、次のデータ型がサポートされています：

character varying

Numeric

Date

timestamp with time zone

インデックス定義内の nvl()関数の入力値として使用される他のデータ型はエラーを返します。

5
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第2

サポートされているバージョン

Migration Portalは、Oracle 11gおよび 12cから EDB Advanced Server 10または 11への評価と移行をサポートし

ています。MigrationPortalは、次のブラウザとオペレーティングシステムでサポートされています。

サポートされているブラウザ

最高のユーザーエクスペリエンスを得るには、Google Chrome ブラウザーを使用することをお勧めします。移行

ポータルは、次のブラウザーでもサポートされています。

ブラウザ サポートされているバージョン

Macintosh OS上の Apple Safari 11以上

Google Chrome 68以上

Microsoft Edge 42以上

Mozilla Firefox 60以上

Internet Explorer 11以上

サポートされているオペレーティングシステム

オペレーティングシステム サポートされているバージョン

マッキントッシュ OS Xシエラ

Windows 10

Linux CentOS 7
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EDB移行ポータルの使用

移行ポータルを使用すると、データベーススキーマを Oracleから Advanced Serverに簡単に移行できます。評価

用のスキーマをアップロードして、すぐにフィードバックと提案を得ることができます。ポータルでは、すべての

オブジェクトの評価済み DDLをダウンロードし、オンプレミスまたはクラウドで EDB Postgresデータベースを

作成できます。

図 1 評価および移行プロセス
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移行ポータルにアクセスするには：

1. ブラウザーを開き、https：//www.enterprisedb.com/に移動します

2. EnterpriseDBホームページで、Enterprise Postgres &gt; EDB Postgres Migration Portal

をクリックします。

図 2 移行ポータルへのアクセス

8 第 3 章 EDB移行ポータルの使用
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3.1 移行ポータルのホームページの概要

移行ポータルのホームページでは、移行ツールにすばやくアクセスできます。

図 3 移行ポータルのホームページ。

このページでは、次の移行ポータル機能にアクセスできます。

1. プロジェクト： Projectsパネルには評価されたプロジェクトのリストが表示されます。

2. プロジェクトの作成： Create projectアイコン（ Projectsラベルの右側にあるプラスアイコン）を

使用して、新しいプロジェクトを作成します。

3. 概要： Overviewパネルには、選択したプロジェクトの詳細が表示され、スキーマ評価後の互換性のパー

センテージが表示されます。

4. 削除：選択したプロジェクトを削除するには、 Deleteボタンを使用します。

5. エクスポート：Advanced Server互換の Exportファイルをダウンロードするか、スキーマを EDB Cloud

Database Servicesクラスターに移行するには、 .sqlボタンを使用します。

6. レポート：スキーマ評価レポートを表示およびダウンロードするには、 Reportボタンを使用します。

7. DDLファイルのアップロード： Upload new schemaボタンを使用して、新規または追加の DDLファ

イルをアップロードします。

8. スキーマ： Schemasパネルには、アップロードされた DDLファイルからの評価結果が表示されます。

9. クイックヘルプ： Quick helpパネルにはすべてのヘルプガイドが含まれています。

10. **Portal Wiki **： Portal Wikiは製品情報とヘルプガイドを表示します。

3.1. 移行ポータルのホームページの概要 9



EDB Postgres Migration Portal, リリース 2.2.0

3.2 移行ポータルプロジェクトページの概要

[移行ポータルプロジェクト]ページには、移行に関する詳細情報が表示されます。

図 4 移行ポータルプロジェクトページの概要

次のリソースを使用して、移行プロジェクトに関する情報を収集します。

1. 互換性： Compatible パネルはスキーマのリストを表示し、評価された各オブジェクトに関する情報

(passed, failed, or repaired)を提供します。

注：[プロジェクト] ページの左パネルから、修復されたシステムおよび手動で修復されたオブジェクトを

フィルタリングすることもできます。

2. エクスポート： Exportアイコン（ Compatibleラベルの右側にあります）を使用して、 .sqlファイ

ルをダウンロードするか、スキーマを* EDBクラウドデータベースに移行します Service *クラスター。

3. 検索： Searchアイコンを使用してプロジェクトを検索します。

4. スキーマ： Schemaパネルには評価の結果が表示されます。

5. ツールチップ：結果セットにカーソルを合わせると、合格、失敗、修復されたオブジェクトの数を含むツー

ルチップが表示されます。

6. クイックヘルプ： Quick helpパネルには、失敗したオブジェクトの修正に使用できるナレッジベース記

事へのリンクが表示されます。

7. 検索： Searchボックスを使用して、失敗したオブジェクトの修復に関する情報のナレッジベースエント

リを検索します。

10 第 3 章 EDB移行ポータルの使用
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図 5 ナレッジベースエントリの検索。

3.2. 移行ポータルプロジェクトページの概要 11
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3.3 移行ポータルWikiページの概要

ポータルWikiページから情報にすばやくアクセスできます。

• 移行ポータルユーザーガイド

• 移行ポータルクイックスタートガイド

• 最新情報

• ナレッジベース

• 修理ハンドラー

• よくある質問

• Postgres Rocksフォーラム

図 6 移行ポータル Wikiページ

12 第 3 章 EDB移行ポータルの使用



13

第4

データベースの移行

データベースを移行するには、次の手順を完了する必要があります。

1. ‘スキーマ抽出を実行する<mp_schema_extraction> ‘。

2. ‘スキーマ評価を確認する<mp_schema_assessment> ‘。

3. ‘スキーマの移行を実行する<mp_schema_migration> ‘。

4. データベースに ‘‘データ移行 ‘‘を設定します<mp_data_migration> ‘。

以下のセクションでは、移行プロセスの各ステップに関する詳細情報を提供します。
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4.1 スキーマ抽出の実行

**前提条件**スキーマを抽出する前に、移行ポータルの ProjectsページまたはポータルWikiの DDL Extractor

ガイドで提供されているリンクから最新の EDB DDL Extractor スクリプトをダウンロードする必要があります。

このスクリプトは、SQL Developerまたは SQL * Plusで実行できます。 Oracleの DBMS_METADATAビルトイン

パッケージを使用して、スキーマ（スクリプトの実行中に指定）の下にあるさまざまなオブジェクトの DDLを抽

出します。 EDB DDLエクストラクターは、ポータルにアップロードされ、EDB Postgresの互換性について分析

される DDLファイルを作成します。

注：Oracleデータベースで SELECT CATALOG ROLEおよび SELECT ANY DICTIONARY権限が必要です。

SQL * Plusの場合

1. SQL * Plusに接続してコマンドを実行します。

SQL>@edb_ddl_extractor.sql

2. スキーマ名と、抽出プログラムが抽出された DDL を保存するパス/ディレクトリを指定します。複数のス

キーマを抽出するときは、コンマ（ &#39;、&#39;）を区切り文字として使用します。

3. 他のスキーマから依存オブジェクトを抽出する場合は、 yesまたは noを入力します。

たとえば、Linuxの場合：

スキーマ名 [S]を入力して DDLを抽出します：

HR, SCOTT, FINANCE

Enter the PATH to store DDL file:

/home/oracle/extracted_ddls/

Extract dependent objects from other schemas?(yes/no): yes

Windowsの場合：

スキーマ名 [S]を入力して DDLを抽出します：

HR, SCOTT, FINANCE

Enter the PATH to store DDL file:

C:\Users\Example\Desktop\

Extract dependent objects from other schemas?(yes/no): yes

SQL Developerの場合

1. SQLサーバーに接続し、次のコマンドを実行します。

14 第 4 章データベースの移行
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図 1 Enter the path for Linux or Windows.

2. スキーマのコンマ区切りリストを入力します。

図 2 スキーマのリストを提供します

3. 出力ファイルのファイルパスを入力します。

図 3 出力ファイルのパスを指定します。

4. 他のスキーマから依存オブジェクトを抽出しますか？（yes / no）：yes

図 4 依存オブジェクトの抽出

4.1. スキーマ抽出の実行 15
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注：SQL * Plusツールと SQL Developerツールの両方で単一のスキーマ名を入力することもできます。

5. スクリプトはソースデータベース内のオブジェクトタイプを反復処理し、タスクが完了すると、.SQL出力

は入力された場所（つまり、 c:\Users\Example\Desktop\）に保存されます。

追加情報-EDB DDL Extractorは、次のような名前のオブジェクトを抽出しません。

BIN $ b54 + 4XIEYwPgUAB / AQBWwA = = $ 0

これらのオブジェクトを抽出するには、オブジェクトの名前を変更し、抽出プロセスを再実行する必要があ

ります。

• DDL Extractor は、 nologging テーブルを通常のテーブルとして抽出します。これらのテーブルが

Advanced Serverに移行されると、WALログファイルが作成されます。

16 第 4 章データベースの移行
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4.1.1 サポートされているオブジェクトタイプ

移行ポータルは、次のオブジェクトタイプの移行をサポートしています。

• シノニム

• DBリンク

• タイプとタイプ本体

• シーケンス

• テーブル

• 制約

• インデックス（LOBインデックスとマテリアライズドビューのインデックスを除く）

• Views

• マテリアライズドビュー

• トリガー

• 機能

• プロシジャー

• パッケージ

4.1. スキーマ抽出の実行 17
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4.2 スキーマ評価の実行

Advanced Serverとの互換性について Oracleデータベーススキーマを評価するには、以下を行う必要があります。

1. SQL * Plus ま た は SQL Developer を 使 用 し て 、Oracle デ ー タ ベ ー ス に 接 続 し ま す 。

SELECT_CATALOG_ROLE または SELECT ANY DICTIONARY 特権を持つデータベースロールで接続

する必要があります。

2. 次のコマンドで DDL Extractorを呼び出します。

SQL>@edb_ddl_extractor.sql

EDB DDL Extractorは、SQL * Plusの ACCEPTコマンドを使用して、1つ以上のスキーマ名を含むリスト

を取得します。リストにはコンマ（、）区切り文字を使用する必要があります。最大 240バイトを入力でき

ます。スキーマ名の最大長は 30文字で、7～8個のスキーマ名を指定できます。

3. 抽出ファイルが作成されるパスを入力します。

Linuxの場合：

Enter the schema name to extract the DDLs:

schema_name

Enter the path to store DDL file:

/home/oracle/extracted_ddls/

Windowsの場合：

Enter schema name to extract the DDLs:

HR

Enter the path to store DDL file:

C:/Extracted_DDL/

4. ‘移行ポータルに移動します<https://migration.enterprisedb.com> ‘_。

5. EDB資格情報を入力します。

6. CREATE PROJECTアイコンをクリックして、新しいプロジェクトを作成します。

18 第 4 章データベースの移行
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図 5 移行ポータルの新しいプロジェクトダイアログ

7. New projectダイアログで、 Project nameフィールドにプロジェクト名を入力します。

8. プロジェクトの詳細を指定します。

• Application interfaceの横にあるラジオボタンを選択します。

• ソースの Source DBと Versionを選択します。

• ターゲットの Target DBと Versionを選択します。

9. Choose fileをクリックして、最新の EDB DDL Extractor for Oracle Databaseによって生成された.SQL

ファイルをアップロードします。

注：

• .SQLファイルは変更しないでください。

• 最新の EDB DDL Extractorによって生成された.SQLファイルのみをアップロードできます。

10. Advanced Serverはテーブルとインデックスの同じ名前をサポートしていないため、プロジェクトの作成時

にインデックスプレフィックスの追加（ Add Index Prefix）を指定して、より良い評価結果を確保す

るために、 idxの横のボックスをオンにします。

4.2. スキーマ評価の実行 19
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11. Create & assessをクリックして、新しいプロジェクトを作成し、スキーマを評価します。

図 6 スキーマ分析結果

分析ツールは、すべての構成を確認し、修復アクションを実行して Advanced Serverとの互換性を改善し、手動に

よる介入が必要な残りのエラーにフラグを立てます。

11. 100％の成功率を示さない DDLオブジェクト（TABLESなど）を確認します。

図 7 Verifying the DDL objects.

12. EDB Postgresと互換性のないオブジェクトをクリックして、詳細を表示します。

中央のパネルの下部で、修復アクションの詳細を表示できます。

20 第 4 章データベースの移行
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図 8 互換性のないオブジェクトが識別されます。

13. 右側のパネルのナレッジベースの情報を参照して、Advanced Serverとすぐに互換性のないオブジェクトの

可能な回避策を見つけてください。

注：ポータルWikiページでナレッジベース情報を表示することもできます。

図 9 エラーを伴う評価結果

14. Knowledge Baseタブで、Advanced Serverと互換性のないオブジェクトのエラーメッセージを入力し、

Searchをクリックします。

オブジェクト詳細パネルには、失敗したオブジェクトの回避策または解決策が表示されます。そのオブ

ジェクトの Assessmentタブで手動で変更を行い、 Reassessをクリックできます。

注：失敗したオブジェクトが再評価中に合格すると、そのオブジェクトの依存オブジェクトも再評価され

ます。

4.2. スキーマ評価の実行 21
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図 10 互換性のないオブジェクトの回避策または解決策

同様に、互換性のないすべてのオブジェクトを互換性のあるものにすることができます。

注：オブジェクトがナレッジベースで利用できない場合は、サポートチームに連絡してください。

DDLでの作業が終了したら、変更された EDB互換 DDLを.sqlファイルとしてダウンロードするか、スキーマ：

ref： ‘を CDSクラスターに移行できます。 <migrate_to_cds> ‘。
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4.2.1 評価レポートの生成

移行ポータルのレポート機能は、プロジェクトに対して評価されたスキーマの高レベルの評価概要を提供します。

さらに、レポートは、失敗したオブジェクトと失敗の原因に関する詳細を提供します。

図 11 レポートのスキーマを選択します

レポートを生成するには：

1. Reportボタンをクリックして、スキーマ選択ダイアログにアクセスします。

2. レポートに含めるスキーマを選択します。

3. Generateをクリックして、画面上のレポートを生成します。

図 12 スキーマ評価レポート

オプションで Generate PDFを選択して、レポートを.pdf形式で保存できます。選択したスキーマの DDLに適

4.2. スキーマ評価の実行 23
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用された個別の修復ハンドラーの数を表示することもできます。

図 13 保存された pdfレポート。
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4.3 スキーマの移行

スキーマのエラーを解決した後、pgAdmin、ToadEdge、PSQLクライアントなどのクライアントアプリケーション

でスキーマを使用するか、スキーマを EDB Cloud Database Service（CDS）クラスターに移行できます。

注意事項：Advanced Serverで Toad Edgeを使用する方法の詳細については、‘‘ToadEdge®for Postgres‘‘を参照し

てください<https://www.quest.com/products/toad-edge/toad-edge-postgres.aspx> ‘__。

PSQLまたは pgAdminを使用したスキーマの展開

評価されたスキーマがMigration Portalで 100％互換であることを確認します。

PSQLまたは pgAdminを使用してスキーマを展開するには、次の手順を実行します。

1. [プロジェクト]ページで、必要なプロジェクトを選択します。

2. 評価されたファイルをダウンロードするには、 Exportをクリックします。

図 14 ダウンロードファイルオプションの選択

3. ダウンロードをクリックします。

図 15 評価済みファイルのダウンロード

4.（PSQLの場合）psql / edb-psqlクライアントを使用して目的の Advanced Serverに接続し、次のコマンドを

実行します。

4.3. スキーマの移行 25

https://www.quest.com/products/toad-edge/toad-edge-postgres.aspx


EDB Postgres Migration Portal, リリース 2.2.0

edb=# \i /exported_ddls_folder/hr_schema/ProjHR_hr.sql

5.（pgAdminの場合）目的のデータベースに接続し、 Openをクリックします。

6. スキーマをアップロードし、 Runをクリックします。

Advanced Serverインスタンスを Oracleモードでインストールして、主要な Oracle機能とのネイティブ互換性を

有効にする必要があります。

4.3.1 スキーマの CDSクラスターへの移行

次の手順を実行して、データベースを CDSクラスターに移行します。

1. Project pageページで、 Exportをクリックします。

2. ‘‘既存の CDSクラスターにデプロイします ‘‘を選択します。ここをクリックして新しいクラスターを起動

します ‘‘オプション。

新しいクラスターの作成については、‘‘サーバークラスターの作成 ‘‘を参照してくださ

い。 <https://www.enterprisedb.com/edb-docs/d/edb-postgres-cloud-database-service/user-guides/user-guide/

1.1/cds_creating_server_cluster.html> ‘__。

図 16 データベースを CDSクラスターに移行します。

3. Nextをクリックします。

4. 移行するスキーマを選択します。
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図 17 移行するスキーマを選択します

5. [次へ]をクリックして続行します。

図 18 接続の詳細を提供します。

6. Connection Detailsダイアログに次の詳細を入力します：

• Host name/addressフィールドにホスト名または IPアドレスを入力します。

• Portフィールドにポート番号を入力します。

• Maintenance databaseフィールドにデータベース名を入力します。

• Usernameフィールドにユーザー名を入力します。

4.3. スキーマの移行 27
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• Passwordフィールドにユーザーに関連付けられたパスワードを入力します。

図 19 正常な接続のテスト。

7. Test Connectionをクリックして、接続の詳細を確認します。

注： Editをクリックして、接続の詳細を変更し、接続の詳細を再テストできます。

8. 接続が成功したら、 Deployをクリックします。

9. Deployダイアログでデプロイの詳細を表示できます。 Download Summaryをクリックして、展開ログ

をダウンロードします。

図 20 正常な展開。
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10. Doneをクリックしてウィンドウを閉じます。

4.4 データ移行

スキーマの移行を実行した後、次の手順を実行してデータを移行します。

1. EDB Migration Toolkit を使用してデータを移行します。 Migration Toolkit の使用に関する詳細につい

ては、‘‘EDB Postgres Migration Guide‘‘を参照してください。 <https://www.enterprisedb.com/edb-docs/d/

edb-postgres-migration-toolkit/user-guides/user-guide/52.0.3/toc.html> ‘_。

2. Migration Toolkit toolkit.propertiesファイルを設定し、ソースファイルとターゲットデータベース

の接続情報がプロパティファイルで利用できることを確認します。

SRC_DB_URL = jdbc: oracle:thin:@localhost:1521:ORCL

SRC_DB_USER = user_name

SRC_DB_PASSWORD = password

TARGET_DB_URL= jdbc:edb://localhost:5444/migration

TARGET_DB_USER = enterprisedb

TARGET_DB-PASSWORD = password

詳細については、‘‘toolkit.propertiesファイルの構築 ‘‘を参照してください<https://www.enterprisedb.com/edb-docs/

d/edb-postgres-migration-toolkit/user-guides/user-guide/52.0.3/EDB_Postgres_Migration_Guide.1.14.html#> ‘_。

3. 移行ツールキットを -dataOnlyモードで呼び出します。 -truncLoadキーワードを含めて、テーブル

間の外部キーの依存関係を解決します。

たとえば、次のコマンド：

runMTK.sh -dataOnly -targetSchema hr -truncLoad HR

このコマンドは、指定された source_schema を target_schema に移行します。データは、

enterprisedb という名前のデータベーススーパーユーザーと password というパスワードを使用

して、ローカルにインストールされた EDB Postgresインスタンスにロードされます。

注意：データのロードを試みる前にテーブルが切り捨てられます。

4.4. データ移行 29
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並列データロードを必要とする大規模なデータベースでは、次のいずれかの方法を使用できます。

• EDB Postgres Advanced Server データベースリンク機能を使用します（Oracle データベースとの互換性の

ため）。

または

• Dblinkまたはデータベースリンクスタイルの移行を使用します（データに CLOBデータが含まれる場合）。

詳細については、‘‘EDB Postgres 移行ガイド ‘‘を参照してください<https://www.enterprisedb.com/edb-docs/p/

edb-postgres-migration-toolkit> ‘__。

https://www.enterprisedb.com/edb-docs/p/edb-postgres-migration-toolkit
https://www.enterprisedb.com/edb-docs/p/edb-postgres-migration-toolkit
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• EDBは、存在する場合、EDB Postgres製品のログオン UIの設計、コーディングのベストプラクティスの

確立、レビュー、および入力検証の検証を行います。 EDBは追加の入力コンポーネントに対して同じアプ

ローチに従いますが、製品の性質上、限定された検証が可能な信頼できるユーザーによって入力および送信

されるフリーフォーム SQL、WMIまたはその他の文字列を受け入れる必要がある場合があります。このよ

うな場合、ユーザーが誤った入力や危険な入力を禁止することはできません。

• EDBは、将来、認証された信頼できるユーザーからのフリーフォーム SQL、WMIまたはその他の潜在的

に危険な入力を受け入れる製品に機能を追加する権利を留保しますが、そのような機能はすべて、可能な限

り最小のリスクを提供するように設計およびテストされます可能であれば、スーパーユーザーまたは同等の

特権が必要です。
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• EDBは、すべての潜在的な脅威を予測できることを保証しません。したがって、すべての潜在的な脆弱性

が対処または検討されたことをプロセスが完全に保証することはできません。
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